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【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月4日(2014.6.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
詳細な説明
　本発明は、粒状フレーバー送達系に関する。粒状フレーバー送達系は、デンプン担体、
好ましくは固体デンプン担体と、第一風味剤及び可塑剤のブレンドとを含み、前記ブレン
ドは前記デンプン担体に封入されている。本明細書で使用されるとき、用語「封入されて
いる」は、ブレンドがデンプン担体の内部構造の内部に吸収されていること又は閉じ込め
られていることを意味する。粒状フレーバー送達系は、好ましくは実質的に乾燥している
。より好ましくは、例えば取扱いを改善する易流動性粉末として挙動することができるよ
うな乾燥粒状フレーバー送達系である。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７６】
適用温度プロフィール：
　－　－８０℃まで急冷する
　－　恒温で３分間
　－　１分間に５℃で８０℃まで加熱する
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